(4)　相談支援連絡会の事業報告（現状と課題）

ア　ニーズ調査の結果（まとめ）
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サービス利用意向調査　課題抽出一覧（H23.2～H23.5）

コード一覧

①福祉施設利用者の一般就労への移行に関すること

②訪問系サービスに関すること（居宅介護、移動支援など）

③日中活動系サービスに関すること（生活介護、就労継続、地域活動支援センターなど）

④居住系サービスに関すること（ＧＨ、ＣＨなど）

⑤相談支援の充実に関すること

⑥日中一時支援事業に関すること（短期入所、日中短期入所、障害児タイムケアなど）

⑦緊急時対応のこと

⑧その他地域生活に関すること（余暇のこと、医療のこと、将来的なことなど）
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【考察】
	・前回までの結果と同様に、「⑧その他地域生活に関すること」が一番多く、主な内容は将来（高校卒業後の行き先、親亡き後など）の不安。他には、対象者本人の障がい特性（コミュニケーションが難しい、指示が伝わらないなど）について困っている保護者が多く、相談にのれるところ（「⑥相談支援事業の充実」）の必要性を感じた。
・次に「⑥日中一時支援事業に関すること」が続き、障がい児タイムケアの事業所増加を望む保護者は相変わらず多い。前回も報告し、制度改正の動向を見守るよう意見が出たが、４月から新規の事業所が２箇所参入してくれている。相談支援専門員で情報共有し、有効に活用していただけるよう、保護者に情報提供していく。

・緊急時対応については、引き続き「緊急時サポートブック」の周知に努め、また、いざという時のための事業所契約やサービス利用を促していきたい。


イ　相談支援連絡会の内容について

　　(ｱ)　現状

・昨年度末の全体会での決定どおり、平成２３年度の相談支援連絡会は
1 サービス利用意向調査の報告

2 西三河北部就業・生活支援センターのケース対応状況の報告

3 こころの病の相談支援・当事者支援事業の報告
4 その他の情報交換
など、各機関相談支援専門員の情報共有の場として機能させている。
・今後もサービス利用意向調査の報告を基に、情報の共有、地域課題の抽出などを行っていく。

・西三河北部障がい者就業・生活支援センターのケース対応状況や「こころの病の相談支援・当事者支援事業」の状況も、相談支援連絡会で報告していただいていることで、各相談支援事業所まで情報が行き渡っている。

　　(ｲ)　課題
・みよし市障がい者相談支援システム（フロー）は構築されたので、機能しているか定期的な確認が必要。

・みよし市障がい者相談支援事業の評価をどのように行うか。
○意見交換

	













































































